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１、 座元と芝居茶屋 

【関係の起源】 

芝居茶屋江は江戸の大劇場と共に誕生した。 

寛永元年（1624年）、猿若勘三郎が中橋に猿若座を開場し、和泉屋勘十郎が掛小屋を始めたのが、起源である。 

 

 

 

 

【芝居茶屋⇔劇場】 

芝居茶屋は入場料収入の多くを占める仕事、営業、販売、予約受付から接客接待、番付の配布・販売などの宣伝

活動、お得意様サービスまで引き受けた。（それでも入場料の割り振りは座元が一方的に決めていた。） 

また劇場の経営が厳しくなると、芝居茶屋側に金主になるおう依頼された。（しかし冥加金を払うようにと強制的であ

るだがしかし、芝居茶屋にはそれだけの財力があったからであり・・・・・ 

芝居茶屋の繁盛＝劇場の繁盛であり、かけがえのない運命共同体であったのだ。 

 

【役者と茶屋】 

芝居茶屋や出方は、専属する芝居小屋と密接な関係にあった。このため自然その子弟が芝居小屋に出入り

するようになり、そうした者のなかには芸に目覚てそのまま役者になってしまう者も珍しくはなかった。 

 

 

【茶屋・出方出身の代表的な歌舞伎役者】 

八代目市村羽左衛門  

茶屋の屋号： 菊屋  

役者の屋号： 菊屋  

 

 

 

 

四代目市川團十郎  

茶屋の屋号： 和泉屋  

役者の屋号： 成田屋  

 

最初の劇場は屋根が無かったため、炎天や雨をしのぐ小屋を作り湯茶を出す店を開いたのである。

やがて木戸札の数も増え、豪華になっていた。 

江戸市村座の芝居茶屋・菊屋善兵衛の三男として生まれる。母が五代目市村宇左衛門の姉だ

った縁で市村座の座元（所有権）を継承、のちに役者にも転じて八代目市村宇左衛門を襲名し

た。八代目は実家の屋号をそのまま借用したほか、名跡「市村宇衛門」の字をあらためて「市村

羽衛門」としている。 

江戸中村座の芝居茶屋・和泉屋勘十郎の子として生まれる（ただし実は二代目市川團十郎の実

子だったともいう）。その後初代松本幸四郎の養子となり二代目松本幸四郎を襲名。さらに二代目

市川團十郎の養子となって四代目市川團十郎を襲名した。 



 

 

三代目澤村田之助  

茶屋の屋号： 紀伊國屋  

役者の屋号： 紀伊國屋  

 

 

 

役者のアルバイトと旅回り 

下っ端役者は、年給を受けていたが、給金が低く出費は多かったので今でいうアルバイトをする者が多かった。 

 

【師匠業】 

一番てっとり早いとされたのが芸事の指南役であった。江戸三座出身の役者が指南役となれば弟子を希望する者

はたくさんいた。 

 

 

 

【宮地芝居】 

中堅の役者が宮地芝居にアルバイト出演することもあった。 

江戸三座は小芝居を蔑んでいたが、下っ端役者にすればまたてっとり早い仕事であった。 

宮地芝居の方は大芝居の役者の出演により芝居の質が向上し、文化文政期頃には経費高騰で興行不振に陥って

いた三座にとっては煙たい存在にもなっていた。 

 

【旅回り】 

客入りが少ない夏場や、火事で劇場が焼けたときなどに、大芝居の役者が一座を組んで旅回りに出ることもあった。 

主に若い役者や下っ端役者が修行という名目で旅に出たが、劇場の再建など劇場が無い状態の時は名題役者も

旅回りすることがあった。 

 

旅回りは「請元」という現地の興行師との交渉が成立したら、その土地での興行は請元が一手引き受けた。 

買い取りという興行方式であった。 

 

 

 

 

 

 

例：三代目中村仲蔵が２０歳のころ、吉原の芸者衆相手に俄狂言の振り付けのアルバイトをしたことがあった。 

中村座で前座芝居にでたあと深夜０時から２時まで吉原で稽古をし、全く寝れない日々が続いた。 

名古屋の伊勢にある芝居小屋では一流の看板役者が地方公演することもあった。 

伊勢には三軒の芝居小屋があり、特に江戸からの観客も盛んであった。（お伊勢参り） 

伊勢から各地に向かって江戸の大芝居の話題が広まり、「田舎芝居」が各地の村々ではやった。 

五代目澤村宗十郎の次男として生まれる。天才女形として三代目澤村田之

助を襲名、翌年には 16 歳にして立女方となるなど、化政期における女形の

第一人者だったが、間もなく舞台上の事故から脱疽を患い四肢を切断、役

者引退を余儀なくされた。引退後は芝居茶屋・紀伊國屋を立ち上げてその

経営にあたり、明治初年にはこれを芝居小屋・澤村座に発展させている。 



歌舞伎作品と楽器② 

 

東海道四谷怪談 

作品概要 

4代目鶴屋南北（つるやなんぼく）の代表作で、通称は『四谷怪談（よつやかいだん）』。 

塩冶家（えんやけ）の浪人四谷左門（よつやさもん）の娘お岩（おいわ）とお袖（おそで）の姉妹を巡る怪談劇で、お

もにお岩の夫民谷伊右衛門（たみやいえもん）の極悪非道な行いによって、物語は進行していく。 

伊右衛門を孫娘の婿に迎えたい伊藤喜兵衛（いとうきへい）が仕込んだ毒薬によって、お岩の面相が変わり、恨み

を残して死んでいく「元の伊右衛門浪宅の場（もとのいえもんろうたくのば）」がとりわけ有名である。 

この後、お岩の幽霊がさまざまな場面で伊右衛門を悩まし、伊右衛門の母や仲間を次々に死へ導く。最後に伊右

衛門は、お袖と夫の佐藤与茂七（さとうよもしち）によって討たれる。 

 

伊右衛門は、色男でありながら四谷左門や内職の手伝いに雇った小仏小平（こぼとけこへい）を殺し、お岩を

死に至らせる悪人として描かれ、「色悪（いろあく）」とよばれる役柄の代表的な役として知られる。 

またこの作品は『仮名手本忠臣蔵（かなでほんちゅうしんぐら）』を背景としているため、 登場人物の多くは何

らかの形で『仮名手本忠臣蔵』の世界と関係している。伊右衛門やお岩の父四谷左門（よつやさもん）などが、

塩冶家の浪人という設定であるのもこのためである。 

 

特徴的な音表現 

「元の伊右衛門浪宅の場」では、毒薬によって顔が醜くなったお岩が、「下座音楽（げざおんがく）」の「独吟（どくぎ

ん）」の流れる中、鉄漿（おはぐろ）を塗り、櫛で髪を梳く場面があり、髪が梳かれるたびに抜け落ちていく壮絶な場

面ですが、「独吟」はお岩の恨みだけではなく、裏切られた悲しみまでをせつせつと表現している。この場面は「髪

梳き」といわれ、この作品の最大の見どころであり、もっとも特徴的な音表現である。 

 

     

四谷怪談の絵（ＨＰより引用させていただきました。） 
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